
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471001592

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 医療法人社団 ピーエムエー

訪問調査日 令和3年2月16日

事業所名 グループホーム ソフィアとつか

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年2月16日

事　業　所　名

（　 245-0065

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム ソフィアとつか

登録定員

通い定員

令和3年5月28日

横浜市戸塚区東俣野町９５９－１

宿泊定員

定員　計

令和3年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和　　2　年度

株式会社　R-CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年2月1日指 定 年 月 日

医療法人社団 ピーエムエー

1471001592
平成18年2月1日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年2月5日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●グループホームソフィアとつかは、医療法人社団ピーエムエーの運営です。同法人は、介
護老人保健施設2ヶ所、居宅介護支援センター1ヶ所、グループホーム2ヶ所、クリニック2ヶ
所、保育園1ヶ所を展開しており、医療・高齢・児童の分野でサービスを提供しています。
法人では地域における医療介護のワンストップサービスを提供すること、また、感動を創
り、安心と満足を、患者、入居者、家族、職員の全てに与えることを使命として事業展開を
行っています。ここ「グループホームソフィアとつか」は、JR東海道線・横須賀線、または
ブルーライン「戸塚駅」からバスで約25分「影取バス停」で下車後、約5分程歩いた住宅と
畑が混合している静かな住宅街にあります。
●法人では接遇にも注力しており「尊敬と感謝を身だしなみと態度で表します。」「美しい
言葉を使います。」など全部で10項目からなる「PMAクレド」」を作成し、職員は「PMAクレ
ド」を基本姿勢として業務にあたっています。事業所では「明るく笑顔の絶えない環境を・
地域での交流を大切に・入居者のペースで思いやりのある優しい言葉で接します」を理念と
し、技術面・接遇面においても最良なサービスを提供できるよう、研修などを通じて日々研
鑽しています。さらに、医療法人の特徴を活かし、医療機関と緊密な連携を図り、介護と医
療の両面から利用者の暮らしを支え、安心して過ごしていただける環境下で支援を行ってい
ます。
●開所時から近隣住民との交流が盛んであり、日常的な挨拶をはじめ、例年は、春の運動
会、夏祭り、秋祭りなどに参加して交流を図ったり、また、事業所でも花火大会を開催し、
近所の子供たちや家族にも楽しんでもらう企画も実施していますが、今年度は新型コロナ
ウィルスの影響により、中止を余儀なくされ交流の機会を設けることができませんでした
が、終息し次第地域との交流を再開したいと考えています。

医療法人の特徴を活かし、医療機関との連携を図りながら、安心して過ごして頂け
る環境での支援を行っています。　日頃から外出機会を得られるよう心掛け、交流
を大切にしながら、地域に根ざしたホームを目指しています。　明るく家庭的な雰
囲気づくりに努め、思い遣りのある優しい言葉遣いで接することを心がけながら支
援しています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 グループホーム ソフィアとつか

 施設全体

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念等に関する掲示物は、目にしやすい場所を選
び、数か所に掲示しており、共有しながら実践でき
るよう配慮している。

「明るく笑顔の絶えない環境を」「地域での交流を
大切に」「入居者のペースで思いやりのある優しい
言葉で接します」という理念を掲げています。理念
は、玄関、リビングルーム、事務室などに掲示して
います。また、2019年に、法人として、理念にもつ
ながる10項目の「PMAクレド」を策定し、職員の行動
規範としています。

今後の継続

コロナ禍以前は、散歩・買い物、町内の行事に参加
しており、入居者と供に挨拶を交わすなどしなが
ら、日常的な交流が図れるよう心掛けていた。近隣
の方から声を掛けられ、地域に周知されていると実
感することもある。

開所時から近隣住民との交流が盛んで、散歩の際
は、お互いに声をかけ合っています。 そして、東俣
野町内会に加盟しており、例年は、春の運動会、夏
祭り、秋祭りなどに参加して交流を図っています。
（今年度は中止）　また、事業所としても花火大会
を開催し、近所の人にも楽しんでもらっています。
交流が深いので、つい先日、近隣の方から感謝の手
紙をいただき、入居者・職員の励みにもなっていま
す。

今後の継続

運営推進会議にて町内会長や民生委員を通じて、地
域の方々に情報が伝わるようにしている。また、上
記で述べたような日常的な交流により図れていた。

会議は２ヶ月毎に行っており、活動報告や活動予定
を伝えている。会議録は閲覧できるようファイルし
設置。新たな議事録が出た際には周知し、会議で出
た重要事項は朝の申し送り時等に報告している。

運営推進会議は、町内会役員、民生委員、地域包括
支援センター職員、家族代表6名、施設長をメンバー
として年6回開催しています。事業所の活動内容や入
居者の動向について報告するほか、身体拘束につい
ても議題に挙げ、意見をもらっています。会議の議
事録は、フロアごとに設置しているカラーボックス
に並べ、家族が訪問したときに見られるようにして
います。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

運営推進会議の報告や、市町村からのメール配信等
での情報を得ている。またその情報を感染症の予防
等の周知、研修の参加に役立てている。

神奈川県及び横浜市からは、介護・福祉に関する動
向やアンケート調査依頼のメールが定期的に送られ
ており、貴重な情報入手源となっています。また、
戸塚区からは、研修会・講習会の案内メールを送っ
てもらっています。施設長は、合同グループホーム
連絡会の戸塚区・泉区ブロックの役員を務めてお
り、定期的な会合で他事業所との情報交換も行って
います。

今後の継続

今年度はDVD教材での講習を行った。カンファレン
ス、申し送りなどの日常業務中に、虐待行為にあた
る可能性について話す機会を作っている。また上記
欄にある検討会でも、虐待に関する事項も取り入れ
ている。

カンファレンス時に身体拘束について確認する時間
を設けている。運営推進会議での検討会もあり、会
議録を閲覧できるようにしている。各フロアの施錠
は事故防止を考慮し行うこともあるが、入居者の希
望に応じ、開錠するよう心掛けている。

身体拘束の適正化の検討会は、運営推進会議の場で
行っており、外部の人の意見を取り入れることで、
より適正なケアとなるよう努めています。また、今
年度は、DVD教材を用いた研修を全体ミーティングの
場で行うなど、研修にも力を入れています。カン
ファレンス会議で「身体拘束マニュアル」の読み合
わせをする、自己点検シートを使って職員一人ひと
りが振り返りを行う機会も設けています。

今後の継続

１名の方が、入居されてから手続きにより後見人が
ついている。情報交換を司法書士と行いながら、必
要時には他者についても制度利用について提案して
いる。

入居前や契約の際、説明や書面の提示により、理解
を得られるようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

コロナ禍以前は、交換研修や外部研修へ参加してい
た。職員の有給休暇の取得などを考慮すると機会を
増やすことは難しいが、法人内での研修参加を促す
ことや、ミーティングや資料提示にて、補うよう努
めている。

契約書に苦情相談窓口等に関する記述があり、説明
を行っており、ホーム内に関係書類を掲示してい
る。運営推進会議でのやり取りがその様な機会と
なっており、ご家族のご意見をスタッフが共有でき
るよう、家族ノートを活用している。

利用者家族の意見、要望等は、電話、運営推進会
議、訪問時など、様々な場面で受け取っています。
特に訪問時には口頭で伝えてもらうと共に、「家族
ノート」にも記入しています。回答は、その場で施
設長が行っていますが、家族ノートは職員に回覧
し、全員で共有しています。他方、施設長からは、
毎月、写真付きのお便りを家族宛に郵送し、入居者
の様子や事業所での出来事を伝えています。

今後の継続

半期に一度の個人面談やミーティング等の時間で、
出来る限り、意見を聞く機会をつくっている。

毎朝の申し送りの他に、フロアミーティング（フロ
アごと。隔月開催）、4者ミーティング（施設長、フ
ロアリーダー2名、計画作成者で構成。隔月開催）、
全体ミーティング（年2回開催）という会議を開催
し、職員の意見・提案を聞いています。個別には、
年2回、個人評価シートによる自己評価を行ってもら
い、施設長はフィードバックをすると共に、要望な
ども聞いています。

今後の継続

評価制度の実施や個人面談を行う機会を設けてい
る。有給休暇の使用率は高く、モチベーションの向
上に役立てられていると思われる。

外部研修の参加等で、交流の機会を増やしたいとこ
ろ。コロナ禍以前は、管理者がグループホーム連絡
会のブロック会等の参加率を上げており、関わりを
増やす試みを行っていた。
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15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

独自のアセスメントシートにて、要望などくみ取る
ようにしており、関係機関からの入居が多く、情報
交換がし易いことを活かしながら、良い関係が築け
るようにしている。

入居相談の際やアセスメント時に、要望などをくみ
取るようにしている。関係機関からの入居が多く、
情報交換がし易いことを活かしながら、良い関係が
築けるようにしている。

入居相談の際やアセスメント時、契約の際などの時
間を有効に活用し、話合いの機会が得られるように
している。

ゆっくり入居者との会話やコミュニケーションが図
れるよう心掛けながら、個々の意思や判断を尊重で
きるようにしている。
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外部評価

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

緊急事態宣言期間外は、屋外のテラスや、ガラス扉
越しでの面会を行っている。コロナ禍以前は、ホー
ム行事を手紙にて、ご家族にお知らせし、一緒に過
ごす機会が得られるよう試みていた。

退居後も年賀状などのやり取りを続けており、状況
に応じて、面会や電話相談も実施している。

ご家族に了承を得た上で、親戚や知人との電話・面
会も出来る限り行えるようにしており、気軽に来所
できるよう、時間制限等行っていない。同法人施設
を利用していた入居者が多く、他施設への行事参加
が、知人との交流の場ともなっている。

家族からの電話や訪問は、時間制限を設けていない
ので、知人を連れて訪問する家族もいます。また、
利用者宛ての電話、手紙、年賀状などが届くことも
あり、その都度、取次ぎや読み上げなどで支援して
います。さらに、ソフィア横浜で開催されるレクリ
エーションに参加した際は、そこで馴染みのあった
方との面会機会なども設定し、関係が途切れないよ
う配慮しています。

今後の継続

入居者の精神状態や相性を考慮しながら、レクリ
エーションや家事を行う際など、関わりが持てるよ
う配慮している。入居者各々の意思でコミュニケー
ションを図る様子もあり、ある程度スタッフが距離
を置いて対応している。
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23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

独自のアセスメントシートにて、希望等をくみ取る
ようにしており、ホームでの生活の中でも個々に話
を聴く時間を設けられるようにしている。面会時の
ご家族からの話も役立てられるよう、家族ノートに
て記録し、スタッフへ伝わるようにしている。

入居時は、アセスメントシートにより、生活歴、既
往歴、趣味、嗜好などを記入してもらい、利用者の
状況を把握しています。入居後は、利用者と一対一
で話す場をなるべく作り、その時々の状況や利用者
の思いをつかむように努めています。つかんだこと
については、「申し送りノート」や「介護記録（個
人別）」に記入することで、全職員が共有できるよ
うにしています。

今後の継続

独自のアセスメントシートにて、ご本人やご家族か
らの情報を整理している。入居前に利用していた他
の機関との情報交換も活用し、アセスメントに反映
している。

日々の記録や申し送り時などで、その方の状態や生
活サイクルを把握するよう心掛け、その方に合った
生活のリズムが乱れないよう努めている。

日々の記録などの情報や、業務内での意見取り入れ
ながら、計画書の作成を行っている。面会時にス
タッフとご家族との情報交換を記録するノートを設
けており、毎月ご家族への手紙にて近況報告もして
いる。

ケアカンファレンスは、年に3回は行うこととしてお
り、管理者、計画作成担当者、利用者担当職員の3人
で検討しています。計画作成にあたっては、介護記
録（個人別）、業務日誌、申し送りノート、家族
ノートなどに記入されている記録と、ケアにあたっ
ている職員の意見をもとに行っています。家族に対
しては、訪問時に、または郵送により、報告と同意
依頼を行っています。

今後の継続

介護記録や申し送りノートを活用し、情報が共有で
きるようにし、細かな変化に対応しながら、その状
況を介護計画の見直しに反映させている。
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28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

他入居者や業務に支障がない範囲となるが、病院へ
の付添い、個別の買い物やレクリエーションなど、
個々のニーズに応じた対応を心掛けているが、コロ
ナ禍で制限が生じている。

コロナ禍以前は、町内会の行事参加など、希望や状
態を考慮しながら、可能な限り参加している。毎年
行う箱根駅伝観戦は、家主の協力をもとに、お茶や
お菓子を配るなどしながら、地域交流を図る取組み
も行っていた。

同法人である協力医療機関を主治医・かかりつけ医
としており、24時間連絡が取れる体制で、受診や病
院への搬送も適時行い易い関係である。歯科医は町
内の医院を協力医療機関としており、適時通院や往
診を行っている。

法人が運営しているソフィア横浜クリニックを、主
治医・かかりつけ医としており、24時間応対が可能
となっています。同クリニックからは、毎月2回の訪
問診療に加えて、毎週1回の看護師訪問も受けてお
り、健康状態を確認してもらっています。歯科につ
いては、つじ歯科医院と提携しています。すぐ近く
なので、車椅子を利用して受診しています。

今後の継続

協力医療機関より看護師が毎週訪問があり、スタッ
フが気軽に情報交換や相談を行え、専門的な指示を
受けられる体制となっている。
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32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

協力医療機関に限らず、入院時には出来る限り面会
の機会をつくり、関係者との情報交換ができるよう
努めている。また、面会時には他入居者をお連れ
し、関係が途絶えないような試みることもある。

避難訓練やマニュアルや掲示物により、スタッフが
緊急時に対応し易いようにしており、、最低限では
あるが敷地内に食料や備品の備蓄もしている。また
地震災害時の携帯マニュアルを各スタッフに配布し
ている。

災害発生時に取るべき行動をまとめた、カードサイ
ズのマニュアルを作成し、職員に常時傾向を促して
います。防災訓練は、年3回行っていますが、うち1
回は、夜間を想定した訓練にして、入居者にも室外
に出てもらっています。消防署の立会もあり、助言
をもらっています。備蓄品は、食料等については屋
内倉庫で、発電機や石油ストーブ等については外倉
庫で保管しています。

今後の継続

ご本人やご家族の相談を踏まえ、協力医療機関との
情報交換を密に行いながら、可能な限りサービスを
提供できるよう取り組んでいる。近年ではないが、
過去のターミナルケアの経験で学んだことが大き
い。

入居時に、重度化した場合や終末期に関して、事業
所としてできること（食事や入浴の工夫など）と、
できないこと（痛みの緩和などの医療行為）がある
ことを説明しています。実際に重度化したときに
は、主治医から家族に説明をしてもらい、利用者や
家族が事業所での看取りを希望する場合には、職員
としてできうる限りの対応をしています。

今後の継続

訓練の頻度を増やしたいところであるが、マニュア
ルや関係書類を現場内に掲示しており、補えるよう
にしている。防災訓練時には消防署員指導による講
義・演習を行ったこともある。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

やさしい言葉で接することを理念に掲げており、各
職員が意識して努めるようにしている。また、職員
間でのやり取りの内容により、第三者に対象者が分
からないような工夫も行っている。次年度より法人
全体で接遇に関する新たな取組みが開始される。

法人では、2019年に、「尊敬と感謝を身だしなみと
態度で表します。」「美しい言葉を使います。」と
言った10項目の「PMAクレド」を作成し、日々のサー
ビス提供時の基本姿勢としています。これに基き、
たとえば、利用者が急に立ち上がったりしたとき、
「危ない！」「ダメ！」を真っ先に言うのではな
く、「どうしたんですか？」「何をしたいのです
か？」と、思いや気持ちを確認するようにして対応
しています。

今後の継続

状態や特徴を考慮し、その方に合わせた問い掛けの
工夫を行い、自己決定の機会が得られるようにして
いる。

入居者の生活サイクルやペースを大切にすることを
理念に掲げており、業務の流れを優先せず、出来る
限り希望に沿えるような支援を心掛けている。

理容師の訪問が毎月１回あり、希望者が利用してい
る。更衣時や入浴後の衣類の選択など、日々の生活
の中でも、その方に合わせた支援を試みている。入
居者により整髪剤や美容液の使用際に支援を行って
いる。

献立は配食業者の栄養士が立て、食材は配送されて
いるが、週１回は入居者と相談して、一日のメ
ニューを考えている。コロナ禍以前は買い出しにも
出かけていた。食事の準備や片付けを入居者と行う
ような試みを日々行っている。

食事は、配食会社よりメニューと食材をセットで配
達してもらい、事業所内で職員が調理して提供して
います。なお、毎週月曜日は、「お楽しみメニュー
の日」として3食とも利用者の希望を聞き、食材も職
員が買い出しに行って作っています。じゃがいもの
皮むき、盛り付け、食器拭きなど、利用者のADLに応
じて、できることを一緒に行ってもらうなど、残存
能力の維持につなげています。年に数回は、ファミ
リーレストランやカフェにお連れしていましたが、
今年度はコロナ禍のため外食支援は控えています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

状態を考慮し、個々に食事形態や器を変えて対応し
ている。食事やおやつの時だけでなく、希望時や入
浴後など、出来る限り水分摂取ができる機会を設け
るよう心掛けている。ご家族と相談の上、食事量の
調整で、減量も試みている。

習慣や特徴を考慮し、毎食後に口腔ケアを行うよう
な支援をしている。必要に応じて、協力医療機関の
歯科医への受診や往診の対応も行っている。

状態や特徴、排泄サイクルに合わせ、定期的な誘導
や排泄を促す為に腹部を摩るなどしている。また、
言動の変化に応じた対応も行っている。

排泄の誘導については、①前回排泄時からの一定時
間経過、②食事の前、③その人の排泄サイクル、④
言動や表情の様子、などを勘案しながら、声かけ、
トイレ誘導を行っています。夜間帯については、
個々人の状況や希望を踏まえた上で、オムツ、パッ
ド、ポータブルトイレなどの対応を行っています。

今後の継続

運動と水分摂取を基本とし、必要に応じて腹部マッ
サージで促したり、医師と相談の上、下剤を服用し
て対応している。看護師訪問の際には、専門的な対
応をお願いすることもある。

最低週２回の入浴を基本とし、調整を行ってはいる
が、希望時には時間外での入浴も出来る限り対応し
ている。失禁時や皮膚疾患等の状態により、適時入
浴を行っている。また、ゆず湯や菖蒲湯、入浴剤の
使用なども実施している。

入浴支援は、原則として週2回、午前中に行っていま
すが、排泄により汚れた場合などは、その都度、
シャワーや清拭により対応しています。安全かつ安
心して入浴していただけるよう、入浴前にはバイタ
ルチェックと本人の意向を確認しています。また、
入浴を楽しんでもらうために、入浴剤の利用、ゆず
湯、菖蒲湯なども実施しています。重度の利用者に
対しては2人態勢で対応しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

生活サイクルが乱れぬことを基本とし、年齢や状
態、希望を考慮して日中でも適時休んで頂けるよう
にしている。また、医師やご家族と相談に上、入眠
導入剤などの服薬調整を行うこともある。

副作用や効果が記載された処方箋をファイルし、直
ぐに確認できるようにしている。主治医と直ぐに相
談できる関係であり、必要に応じて服薬の調整も円
滑に行えている。

趣味や好み、特徴を踏まえ、家事の手伝いやレクリ
エーションなどで支援している。その方に合わせ、
日常的な散歩、テラスでの日光浴など、外気に触れ
る機会も出来る限り取り入れるようにしている。

希望や状態を考慮しながら、出来る限り外出の機会
を得て頂けるよう、散歩や買い物を日常的に行って
いる。また、月に１回、同法人施設の行事にも参
加。外食やお花見等のイベントには、ご家族へ参加
を呼びかけている。

天気の良い日には、原則として散歩に出かけていま
す。コンビニ等に買い物に行くこともあります。散
歩が難しい場合でも、1階のテラスや庭に出るなどし
て、なるべく外気・日光にあたるようにしていま
す。系列事業所から借りた車に乗って、海を見た
り、買い物を楽しんだりというドライブも行ってい
ます。今年度はコロナ禍のため、人混みの多い場所
への外出支援は控えています。

今後の継続

基本的にはホームで管理しているが、財布に数千円
入れ自己管理している方も居られる。またコロナ禍
以前は、お小遣いとして週に１回少額を手渡し、買
い物に行く方も居られた。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

能力や状態、ご家族に確認を取るなどの配慮を行っ
た上で、電話でのやり取りをしてもらえるようにし
ている。携帯電話を所持されている方も居られる。

湿温度の調整を含め、快適に過ごして頂けるように
配慮しており、冬季に感染症対策も兼ね、加湿器な
ど使用している。共用部には季節感のある装飾や、
入居者と作った作品を飾り、温かみのある雰囲気作
りを心掛けている。

リビングルームには、空気清浄機、加湿機式を置
き、快適な温度・湿度設定を心がけています。リビ
ングルームや階段には、切り絵、ぬり絵、折り紙な
ど、利用者が制作した作品を多数掲示しています。
また、玄関には、雛人形、五月人形、クリスマスツ
リーなどを置いて、季節を感じられるようにしてい
ます。廊下の端には椅子・机を置いて、そこでも休
憩ができるようにしています。

今後の継続

相性や精神状態を考慮し、穏やかに過ごして頂ける
よう、座席の配置を決めているが、状況に応じ適
時、座席やレイアウトの変更も行っている。廊下に
椅子やテーブルを設置し、自由に過ごして頂けるよ
う対応している。

基本的には慣れ親しんだ家財道具の持ち込みは自由
としており、穏やかに心地よく過ごして頂けるよう
にしている。認知症等の状態によるが、冷蔵庫や鏡
台を置かれている方も居られる。

エアコン、照明器具、押入れは完備されています
が、ベッド、カーテンなどは、なじみのもの・好み
のものを持ち込んでいただくよう伝えています。居
室には仏壇、机、鏡台、テレビ、冷蔵庫などが持ち
込まれ、各々が穏やかに居心地よく過ごせる居室づ
くりがされています。窓枠を拭くなど簡単な清掃で
あれば可能な利用者には手伝ってもらって一緒に清
掃を行っています。

今後の継続

ホーム内の既存設備を活用しながら、視覚効果を考
慮した掲示物を貼るなどし、出来る限り職員が関わ
らず、自立した生活が送れるように工夫している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 1

次年度は運営方針が変
わるとのこともあり
、改めて法人の指針で
あるクレドを、もう少
し浸透させたい。

一語一句間違えずに言
えなくとも、クレドの
ポイントを全て心得、
実践できるようにす
る。

1年

2 14

注意していながらも、
つい「ダメ」
と言ってしまうことが
多い。そのことを職員
が注意し合える関係性
が望ましい。

職員が職員の言動を、
注意し合えるような関
係性を築く。

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

合同申し送り時に、ク
レドを読み上げたり、
月か週で、クレドの１
つを強く意識する期間
を設けたりする

先ずは、職員が入居者
に「ダメ」を使用した
ら「ダメを言ったらダ
メです…」と伝える習
慣を身につける。

グループホーム　ソフィアとつか

2021年2月28日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

○ 3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名  グループホーム ソフィアとつか

 ユニット名   １階 さくら

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

開催していることは承知しているが、参加はし
ていないので詳細は分からない。議事録等の
ファイルがあり、目を通せるようになってい
る。

管理者が行っていると思う。

地域のイベントに参加。散歩などでの近隣住民
に挨拶するなど心掛けていたが、コロナ禍で控
えざるおえない状況である。

運営推進会議を開催。家族や地域の方の意見交
換を行っているようである。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

入口や各階等に、理念を掲示しており、常に確
認できるようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

運営推進会議を実施。面会される家族とは、話
をする機会を得られるようにしている。ご家族
の要望や問題点の指摘等を書く、家族ノートが
あるが、あまり活用されていない。サービス計
画書の説明の際に、必ず要望有無の確認をして
いる。

研修や勉強会は開催されていない。職員間で話
し、情報交換することはある。

管理者が行っていると思う。

玄関の施錠は行っていない。各階の出入り口は
施錠されている。入居者の求めは減少している
が、求めに応じ、出入り口の開放もしている。
身体への直接的な拘束は行っていない。

主に各職員が自発的に学ぶ状態にあるが、DVD
の鑑賞研修が、全体会議の際に行われた。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

職員の欠員などで、施設を通じての交流は困難
になっている。それぞれの個人的な交流につい
ては把握していない。管理者がグループホーム
連絡会に参加していることが、該当していると
思われる。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

個人的には利用開始前には行っていない。事前
調査は、管理者が行っている。

年２回の評価制度がある。自己評価をし、上司
による個人面談がある。

研修に参加されている職員もいる。全員が研修
に参加することは、現実的に難しい。法人内で
の勉強会は複数回あり、参加した職員もいた。

管理者・各階のリーダー、計画作成者、計４名
で行うミーテイングや、全体会議が開催され
た。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

コロナ禍以前は、イベントの際に家族へ面会の
依頼をしていた。

各々の入居者に合わせ、出来ることを頼みなが
ら、やりがいをもって頂き、お互いに支えあえ
るよう意識している。

家族ノートを用意しいる。家族の意見・要望を
聴き本人との関係・接点をもっている。面会時
に家族と話をし、外出の計画を立て、実施した
こともある。また、家族の要望で電話で会話す
ることもある。

事前調査は管理者が行っている。入居後、家族
の面会時に言葉を交わすことはある。サービス
計画書の説明の際に、必ず要望を聞いている。

事前調査の内容や本人・家族の希望は管理者か
ら書面や申し送りの際に報告を受けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

家族などから事前に生活歴などを聞いている。
書面やサービス計画書説明時に、把握できるよ
う努めている。

毎朝のバイタルチェックや介護記録の記入や申
し送りにより、一日の過ごし方や変化などの把
握に努めている。

管理者が行っていると思う。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

家族の事前の要望や本人の生活歴を考慮しなが
ら、意思・意向を引き出せるように努めてい
る。

多人数での行動は難しいが、日常生活の中で、
利用者同士の会話がある。入居者同士がお互い
を理解し支え合えるよう、日々の様子を把握す
るように務めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

医師・看護師の往診がある。同法人のクリニッ
クと２４時間連絡が取れる。

目指しているが、個々のニーズに対応すること
が、時間や職員の体制など、物理的に難しいこ
ともある。

地域のイベントに参加。散歩時に通行人への挨
拶がそれに相当すると思うが、コロナ禍で直接
的な支援は難しくなっている。

カンファレンスをそれぞれ年３回程度実施。家
族の同席はないが、職員間の意見を集約して作
成している。

職員全員でのカンファレンスは実施は難しい。
カンファレンスの予定を示し、不参加の職員の
意見収集に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

マニュアルは職員が目につく場所においてあ
り、常に確認できるようになっている。

東日本大震災後に法人として、マニュアルの改
訂作が業行われた。携帯用の小冊子として各職
員に配布している。消防署と連携し、防災訓練
も実施している。

管理者が行っていると思う。職員が個人的に面
会に行くこともある。

近年、終末期への対応はなし。管理者が家族や
医師・看護師と連絡をとっている。

毎週看護師の訪問があり、相談などをしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

週に一度入居者を交え献立を決める日がある。
各々の入居者が、出来る範囲で手伝う機会を得
られるよう支援している。

本人の希望を優先して考えているが、希望に添
えないことも当然ある。

意思疎通が困難な入居者もいるが、出来る限
り、本人の好みを大切にした支援を心掛けてい
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

基本的には丁寧な言葉づかいを気を付けている
が、本人に伝わるように、わかりやすい言葉、
簡潔な言い回しにも配慮している。

思いや希望を表せる様に声掛けし、その上で自
己決定できる様に促している。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

入居者の状態に合わせ、水分補給や散歩などの
運動を行い、自然排便で出やすい様に注意して
いる。便秘時には腹部マッサージなども行って
いる。

菖蒲やゆずなど、季節行事に関する入浴を行っ
ている。入浴までの間隔は、ほぼ固定されてい
る。

毎食後に口腔ケアを行うよう支援しており、状
態に合わせた口腔ケア用品の活用も試みてい
る。本人の意思により行わないこともあるが、
行わない場合でもうがいだけでもする様に促し
ている。

食事前後など、定期的にトイレ誘導をしてい
る。トイレでの排泄の有無によっては間隔を短
くしたりもしている。

一人ひとりの食事量や形態は変えてある。水分
補給の時間もしっかりと取ってある。好きな物
を提供したり、嫌いな物をの除けたり、個々の
対応をしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

コロナ禍以前は、本人と一緒に出掛け、買い物
をする支援を行っていた。

手伝いを通して本人の好きな事、役割を得られ
るようにしている。週１回嗜好品を聞きメ
ニューにも取り入れている。

コロナ禍以前は、家族と外出している入居者も
おり、家族以外では、買い物や散歩などで施設
外に出掛けられる様にしていた。年に数回、歩
いて行けない距離の外出もしていた。

その方の体力や年齢に応じて、日中にも休んで
もらう時間を取り入れている。

処方箋をファイルし、職員がすぐに確認できる
様になっている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

出来る限り、馴染みのある家具を持ち込んで頂
いている。またご家族の写真を飾るなど、思い
出の品も置いている。

トイレや居室に表札を掲げ、わかる様にしてい
る。廊下に手すりがあり、安心して歩行ができ
る様になっている。

入居者１人ひとりの要望を出来る限り応じ、安
心した生活を送れるよう支援している。

リビングにはソファー。廊下奥には椅子と机を
置いて、独りになれたり、ゆっくり会話ができ
る様になっている。

ご家族からの電話の取次ぎ対応あり。年賀状が
来ている方も居られる。ご本人から自発的に行
う方はいない。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 1

次年度は運営方針が変
わるとのこともあり
、改めて法人の指針で
あるクレドを、もう少
し浸透させたい。

一語一句間違えずに言
えなくとも、クレドの
ポイントを全て心得、
実践できるようにす
る。

1年

2 14

注意していながらも、
つい「ダメ」
と言ってしまうことが
多い。そのことを職員
が注意し合える関係性
が望ましい。

職員が職員の言動を、
注意し合えるような関
係性を築く。

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

合同申し送り時に、ク
レドを読み上げたり、
月か週で、クレドの１
つを強く意識する期間
を設けたりする

先ずは、職員が入居者
に「ダメ」を使用した
ら「ダメを言ったらダ
メです…」と伝える習
慣を身につける。

目　標　達　成　計　画

グループホーム　ソフィアとつか

2021年2月28日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名  グループホーム ソフィアとつか

 ユニット名   ２階　かわせみ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

議事録等ファイルされ、閲覧できるようになっ
ています。議事録更新の際は、管理者から報告
があります。

管理者が行っていると思います。

コロナ禍で出来なかったが、例年町内での祭や
運動会などイベントに参加したり、駅伝応援で
お茶を配ったりしています。

民生委員や町内会役員が運営推進会議に参加さ
れているようです。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

理念を職員が目にする玄関や和室などに掲示し
てあり、確認しやすくしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

運営推進会議は行っているが、反映されている
か、判断が難しいです。

詳しい話はないです。管理者が行っていること
ですし、実際に後見人が付いている入居者も居
られます。

管理者が行っていると思います。

事故防止のため、フロア入口のドアは施錠して
いるが、希望時には出入りできるようにしてい
ます。また、玄関は施錠していなので、外来者
が気軽にホーム内へ入れると思います。

コロナ禍で外部研修に参加していないが、DVD
の教材で、研修が行われました。また、カン
ファの前に管理者から話があります。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

グループホーム連絡会に管理者が参加してい
る。隔年で現場交流研修の機会があります。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

主に管理者が行っています。サマリーなど事前
に情報を流されていて、入所前から把握できる
ようにしています。

評価システムは導入されています。半年ごとに
各々職員が、自分を見直すには良いと思いま
す。

コロナ禍で出来ていないが、法人内の研修予定
を掲示されたり、実際に参加したことも過去に
ありました。

フロアごとに年数回ミーティングは行われてい
ます。但し内容は運営と言うよりも実務に沿っ
た内容が多いです。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

コロナ禍以前は、特に制限なく、面会ができる
環境をつくっていました。

理念にもあるように常に意識して行っている
が、職員のペースになってしまいそうなことも
あるので気を付けたいです。

主に管理者が、必要な際に家族と連絡を取り、
行っていると思います。コロナ禍以前は、面会
時がそのような機会になっていたように思いま
す。

管理者が行っています。

主に管理者が行い、職員へ報告があります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

アセスメントを活用し、以前の生活に近づけら
れるよう努めています。

職員同士で情報交換をしながら、体調など心身
機能に合わせ、活動内容をサポートしていま
す。また、カンファレンス実施し、ケアプラン
に反映しています。

管理者が行っていると思います。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

カンファレンスを基本とし、家族の意見を取り
入れたケアプランを作成されています。

レクリエーション等で、関わりをもてる時間を
得られるように、支援しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

本人や家族より受診希望があったときや、体調
が変化したときは、迅速に対応できるよう、同
一法人内で診察できる体制が整っていると感じ
ます。

個人のレベルに合わせた外出レクや、入浴方法
を取り入れています。

コロナ禍で出来ていませんが、地域の催しに参
加することもあり、それも１つの支援だと思い
ます。

定期的にカンファレンスを行っています。コロ
ナ禍では難しいですが、面会に来る家族からの
聞き取りも出来ていました。入居者に担当を設
け、誰もが関心をもてるような工夫をしていま
す。

個別介護記録などに基づき、カンファレンスを
行い、ケアプランに反映しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

訓練の頻度は少ないが、マニュアル等は確認で
きるようになっています。

消防や設備会社の立ち会いの下、避難訓練や防
災講習が行われています。また、食料や日用品
などの備蓄があり、災害マニュアルも作成され
ています。

同一法人という特色を活かし、連絡をいつでも
取れるようになっています。

可能な範囲でターミナルケアが出来るよう家
族・関係機関と相談し、取り組めるようにして
います。

週一回、同一法人での訪問看護により病状把握
が行われています。状態など変化があったとき
は、記録を元に報告・指示を受けています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

週一回、入居者と話し合いでメニューを決める
「お楽しみメニュー」を行っています。たまに
目の前で調理できるよう、ホットプレートを活
用することもあります。

できる限りその利用者の希望に添うようにして
いますが、時間帯と職員体制の関連などで、対
応が難しいこともあります。

毎日の整容に加え、外出時など季節に合わせた
服装などに気を配っています。コロナ禍の前
は、一緒に買い物へ行き、衣類の購入も行って
いました。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

個人を尊重した声掛けを心掛けていると思う
が、口調が強くなる時もあるので気を付けたい
です。

本人のレベルに合わせ質問形態を変えるなど、
なるべく自己決定ができるように努めていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

日常的に散歩など運動や乳製品の摂取を取り入
れている。また、看護師と連携し便秘改善に努
めています。

入浴剤の他にゆず湯や菖蒲湯など季節感を取り
入れた入浴を行っています。

食後の口腔ケア行っています。自力で行えない
入居者に対しては職員が介助するなど清潔保持
に努めています。

細かな言動に注意し、トイレの声掛けを行って
います。。記録を活用しタイミングを調整する
こともあります。

栄養士が作成したメニューとなっています。食
事摂取量の観察や状況に合わせた水分摂取を心
掛けています。月一回体重測定も行っていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個人で小遣いとして管理したり、買い物時は財
布を渡すなど、できるだけ一般生活と変わらな
い金銭授受ができるよう支援しています。

個別性を活かした楽しみができるよう計画して
います。

コロナ禍の前は、ドライブや買い物、イベント
での外出機会が取れるようケアをしていまし
た。現状は近隣の散歩が、その機会です。

年齢・体力に考慮して昼寝や就寝時間に気を配
りケアを行っており、室温・湿度などにも気を
配っています。

いつでも処方内容が確認できるようにファイル
があります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

各個人で家財道具などを持ち込み、使い慣れた
家財で生活できるようにしています。

入居者が自由に居室からリビングや、廊下奥の
寛げるスペースなど、行き来できるようにして
います。

快適に過ごせるよう温湿度計を設置し、環境を
調節しています。

テラスへのベンチ設置や廊下奥への椅子・テー
ブルを設置しています。

各居室への電話コンセント設備の設置やホーム
電話が利用できるよう支援しています。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 1

次年度は運営方針が変
わるとのこともあり
、改めて法人の指針で
あるクレドを、もう少
し浸透させたい。

一語一句間違えずに言
えなくとも、クレドの
ポイントを全て心得、
実践できるようにす
る。

1年

2 14

注意していながらも、
つい「ダメ」
と言ってしまうことが
多い。そのことを職員
が注意し合える関係性
が望ましい。

職員が職員の言動を、
注意し合えるような関
係性を築く。

１年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

合同申し送り時に、ク
レドを読み上げたり、
月か週で、クレドの１
つを強く意識する期間
を設けたりする

先ずは、職員が入居者
に「ダメ」を使用した
ら「ダメを言ったらダ
メです…」と伝える習
慣を身につける。

目　標　達　成　計　画

グループホーム　ソフィアとつか

2021年2月28日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

㈱R-CORPORATION外部評価事業部


